
自己負担の割合の判定の流れ① 

本人及び同じ世帯にいる後期高齢者医療制度の被保険者の住民税課税所得が

いずれも１４５万円未満である 

いいえ はい 

同じ世帯にいる後期高齢者

医療制度の被保険者は本人

のみである。 

いいえ 

本人の収入額が３８３万円未満（３８３万

円以上でも、同じ世帯に７０～７４歳のか

たがいる場合は、そのかたとの収入の合計

が５２０万円未満）である。 

１割負担または２割負担

（自己負担の割合の判定の

流れ②参照） 

本人及び同じ世帯にいる後期高齢者医療制度の

被保険者の収入の合計が５２０万円未満である。 

いいえ はい 

３割負担 

基準収入が適用されると１割負担または２割負担 

（自己負担の割合の判定の流れ②参照） 

いいえ はい 

はい 



自己負担の割合の判定の流れ② 

 

「自己負担の割合の判定の流れ①」で、１割負担または２割負担となったかたは、以下の

ように負担割合が決まります。 

世帯内の後期高齢者のうち 

住民税課税所得が最大のかたの住民税課税所得が 

２８万円以上か 

２８万円以上 

「年金収入＋その他の所得金額」が 

２００万円以上か 

２８万円未満 

世帯内に後期高齢者が２人以上いるか 

１人だけ ２人以上 

「年金収入＋その他の所得金額」の

合計が３２０万円以上か 

２００万円

未満 

２００万円

以上 

３２０万円

未満 

３２０万円

以上 

１割 １割 ２割 ２割 １割 


